
太陽の子保育園平成25年12月

木枯らしが身にしみる季節になり、朝晩の冷え込みも
厳しくなってきました。そして、師走。なんとなく気忙しく、
落ち着かない時期です。

大人の忙しさが中心になりがちだからこそ、こどもの
生活リズムを意識していただければと思います。
また、年末年始に旅行を計画しているご家庭は
ぜひ、ゆとりをもったプランでお願いしますね！
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ほかの人への感染源になるので、正しく処理~る

ことが大切です．
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占H

消湾漉A（灘度01%／吐いたものの処理に使用）

500rtのペットボトル1本分

の水に、ペットボトルのキャ

消渡. 
ツプ2杯（1Ort）のIll系

濠白剤の原獲を入れる．
の
つ 消震活B（温度002%／汚れた衣裁の満.に使用）

方くり
刊のベットボトJli1柑の I 畑門i炉u山、u 
水に、ベットボトルのキヤツ

ブ2杯（10r戒）のIi察系漂

白剤の原波を入れる。
」

凪1たもの明働法
①ピ二一時袋、マスク、エプロンをつけ、

ペーパータオルで、汚れている穆分の外

側から内側に向けて鯵かにふき限りま9.

ふさ取ったペーパータオル、手袋、エプ

ロンなど隊、すぐにピ二一Jli袋に川、

消竃濠Aをかけ、密封して鎗てま9.

②ふさ取った後の床とそのまわりを、~－

渡Aを浸したペーパータオルでおおい、

10分ほどtfl・した後、水ぶきしま9.

会富豪系濠白書骨を使うので、窓を関lj、じ

ゅうぶんに後気しながら処理しましょう．

h閣の鴻 α治
む消電源Bに30～60分間漫9.信Iで濠

自できないものは、85℃で1分間以上

煎湯消.しま言。

＠ほかのものと分けて、思後に洗遣しま言。
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.，司 ： 量車屡．最重曹帽I'ンi'-l"i-bページ『重量野圃瞳： .量曹冒属員｛ノロワィ，~；＞.を＠心C）， 、 ura:1111ンフレット『島ごう 1 Jロワイ凡2・陸2

¥n幼児は重症化に注意「ト一、
R Sウイルス感染症

'Ff Sウイルス感染症は、 2歳ま

でにほぼl00%の子どもが一度

は感染する呼吸器の病気ですが、

乳幼児は盈症化することがあるの

で注意が必要です。

V次のような場合は、すぐ病院ヘマ

発熱、鼻水に続いて、

・せきがひどくなる

・ゼイゼイする、呼吸困難

年長児は症状が軽く、感染に気

づか芯いまま、弟や妹にうつして

しまうこともあります。せきが出

にているときは気をつけてください。
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